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は じ め に

本書『発達と教育：心理学をいかした指導・援助のポイント』は，２００７年に

樹村房より出版された『教育の方法：心理学をいかした指導のポイント』の姉

妹版です。本の基本的な構造やコンセプトはほぼ踏襲していますが，本書は

「発達的な視点」を全面に出しています。そこには以下のような執筆者の思い

があるからです。

執筆者の３名は，いずれも発達心理学と教育心理学を専門にしています。幼

児期・児童期の子ども，そして文化的背景の異なる子ども，聴覚に障がいのあ

る子ども……さまざまな子どもの発達過程を基礎に，教育のあり方について研

究しています。ときには実験的な手法をもちいて，ときには発話分析などの質

的な手法をもちいて，多面的に子どもの発達過程をとらえようとしています。

またそれぞれが現場に赴き，子どもに接しながら，「発達的理解とはどういう

ことなのか？」ということを考えようともしています。しかし教育の現場で

は，必ずしも子どもの発達的理解に基づいた教育がおこなわれていないことも

しばしばみられます。たとえば，幼児教育の世界でも，いわゆる「○○式」と

呼ばれるような画一的で科学的根拠が乏しい教育方法がおこなわれていた

り，３歳児でも「あの子は落ち着きがないから障がいがあるのでは……」な

ど，いわゆる発達障がいの間違った認識がみられたりします。

子どもの教育にかかわる大人は，一人ひとりの子どもの発達を理解しなが

ら，子どもと接する重要性を肌で感じています。しかし一方で「単調増加」的

な発達理解，「小さな大人」としての子ども理解，自分が育ってきた環境に基

づく教育など，必ずしも適切でない発達的理解に基づくことも現実にありま

す。それは発達を理解するという，とても当たり前ではあるけれども難しく，

答えが一つではない発達観を，実はさほど議論してこなかったからだと思って

います。一見「効果的」な教授法は，ともすれば，すぐに効果がなくなるもの

かもしれません。何かが「できる」ことだけを重視するのであれば，それは簡
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単にできなくなることをさすかもしれません。そうではなく，私たち，一人ひ

とりが当たり前と思っている発達的理解とはどういうことなのか，発達観とは

どういうものなのか，今一度，目の前の子どもと向かい合いながら考えること

が，大切なことだと考えています。

本書を読み進めていただければおわかりになるかと思いますが，執筆者３名

も，教育において発達の理解をふまえることがもっとも重要である，というこ

とは共通認識としてもっていますが，それぞれの発達観は違います。本書で

は，それぞれの発達観をいかしながら，それぞれが教育において重要だと考え

る発達的理解について執筆しています。読者のみなさまも，各執筆者の発達観

に触れながら，ご自身の発達的理解，発達観を深めていただければ幸いです。

そしてそれをきっかけに，多面的に子どもをみていただければ，と思っており

ます。

最後になりましたが，樹村房の大塚栄一氏，石橋雄一氏に心よりお礼を申し

上げます。大塚氏は前作の『教育の方法』からたずさわっていただいておりま

す。学会でお会いするたび声をかけていただき，さらにインフォーマルな会議

の中では，一冊の本にこめる思いを熱く語っていただき，私たち執筆者も触発

されました。また石橋氏には，編集作業の中で温かい激励をしていただきなが

ら，さまざまな調整をしていただきました。お二人の寛容なお力添えがあった

からこそ，執筆者それぞれの個性を充分に発揮できた本書が完成したのではな

いかと思っております。記して感謝いたします。

２０１１年５月１０日

執筆者を代表して 山名 裕子
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本書の効果的な使い方

本書はそれぞれのトピックについて，見開き完結型の構成です。これは，ひ

とつのまとまったトピックを効率よく学習するための工夫です。左側ページの

説明文はできる限り簡潔な内容にとどめ，右側ページに図表や写真・イラスト

を配置することにより，具体的な理解を促進させるヒントを示しています。

発達心理学や教育心理学の辞書として活用したい，資格試験や採用試験など

で出題されやすい項目を勉強したい，仕事仲間が使っている用語を正しく理解

したい，そのようなときに，きっと役立つでしょう。

それだけではなく，本書では，好ましい子どもとの接し方や発達のとらえ方

について，読者の皆さんに考えてもらえるように，子どもの様子を具体的に記

述することにも心がけました。単なる用語の知識の詰め込みに終わることな

く，発達と教育をとらえる適切な視点について学んでいただければと思いま

す。子どもの立場に立つことによって，好ましい発達観や教育観が見えてくる

のではないでしょうか。実際にいる子どもの様子と記述内容をダブらせなが

ら，是非お読みください。

細切れの時間はあっても落ち着いて勉強できない，ゆっくり時間をかけて読

書することができない，そういう多忙な人たちのために，本書はあえて見開き

完結型の読みやすい形式にしています。ですから，本の最初から順序だって読

んでいく必要はありません。読みたいと思うトピックから，あるいは，気にな

る用語が書かれているページから，自由にお読みください。もちろん，関連の

内容が，そのトピックの前後に掲載されていることが多いはずです。ついで

に，それらの内容も必要に応じて参照ください。

内容的には本書は四つの章からなる基礎編と，五つの章からなる応用編に分

かれています。応用編のある章から読み始めて，基礎編に戻る，そして他の応

用編を読んでいく。そのような順序での読み方が，本書を効果的に活用するの

に適しているかもしれません。

（文責：井上智義）
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2．発達段階と発達過程…4

７．青年期の諸問題…14３．遺伝か環境か…6

４．ピアジェの発達段階・
     ピアジェの理論…8

８．成人期から
　　老年期の発達…16

６．青年期の発達…12

５．ヴィゴツキーの理論…10

１．発達曲線と発達過程…2

発達過程の理解

発達心理学の基本的な考え方，基礎的な理論がまず紹介されています。最近では，「発達」と

いう用語は，一生涯の発達を意味することが多くなりました。身体が大きくなること，できなか

ったことができるようになることだけが発達だと思っておられる方は，この章をゆっくりお読み

ください。

基礎編

� 発達過程の理解



年齢にともなう心身の変化の様子を，横軸（x軸）に時間（年齢），縦軸（y

軸）に成長または発達する量の計測値をとって構成した曲線を，成長曲線

（growth curve）または発達曲線（developmental curve）と呼ぶ（藤村，２００５）。

発達曲線は，図��１のようにさまざまな発達過程を示すことができる

（��２ 参照）。たとえば，単調増加の線形曲線，何も変化しないように見え

る時期がある曲線などがある。そして，波線のような右肩あがりの単調増加す

る曲線を，いわゆる平均的な発達段階としてきたことも事実である。しかし，

そのような平均的な子どもは現実的には少ないかもしれない。

いろいろな曲線の中でも，それまではできていたことが，途中いったん減少

してからまた上昇するような曲線を U字曲線と呼ぶ。図��２ような課題があ

ったとしよう（西林，１９８８）。この課題は，１本の長さが６０cmの模型の柵が

２本あり，さらに折り曲げて，一方は正方形，一方は長方形を作る。２つの四

角形の面積はどちらが大きいだろうか？ 同じだろうか？ これを３歳から大

学生まで対象にした結果が図��３になる。低学年の子どもには，「面積」とい

うことばがわからない場合があるので，緑色の紙の上に正方形と長方形の柵を

置き，中にそれぞれウシのおもちゃを置いて「どちらのウシがたくさん草を食

べられますか。それとも同じですか？」と聞いている。

おわかりのとおり，長方形に比べて正方形の方が大きくなるのが正答とな

る。しかし図��３のとおり，必ずしも年齢にともなって正答が増えるわけで

はない。むしろ，幼い年齢の子どもの正答率が高く，小学校に入ると低くな

り，大学生になると再び高くなる，という曲線を描く。「周の長さが同じな

ら，正方形でも長方形でも面積は同じ」と考えることが大人でも多いが，知識

や経験が増えることによって，このような混乱を示すこともある。

私たちは，年齢が上がるといろいろなことが「できるようになる」と考えが

ちである。しかしそうではなく，年齢が上がるからこそ，できなくなったり停

滞してみえることも多くある。一人ひとりの子どもの発達過程をどのように理

解するのかによって，その子どもへの援助は変わってくるだろう。

��１ 発達曲線と発達過程

発達過程の理解
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��１ 発達曲線と発達過程

図��２ 同じ周長の正方形と長方形，どちらの面積が大きいか？（西林，１９８８）

図��３ 等周長課題に対する反応別割合（西林，１９８８）

図��１ さまざまな発達曲線
�波線がいわゆる平均的な発達曲線だとしたら，そ
れ以外の発達過程を描く子どももたくさんいる，と

いうことを示している。
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２．馴化と脱馴化…22

10．ことばの発達…38

３．素朴理論：子どもなりの
      体系的な知識…24

４．表象の発達…26

８．ニューメラシー
     （計算能力）…34６．数えることの意味…30

５．保存概念の発達…28

１．赤ちゃんの特徴と能力…20

９．赤ちゃんでも
      数がわかる？…36

７．序数と基数の違い…32

11．言語発達と
       脳の可塑性…40

12．大脳半球機能差と
       言語領野…42

認知発達の理解

乳幼児期の子どもたちを観察することでいろいろとわかってくることがあります。子どもは

「小さなおとな」ではありません。子どもなりに物事を理解して，子どもなりに毎日多くの問題

解決をしています。数概念の発達やことばの発達の基礎もこちらの章で紹介されています。

基礎編

� 認知発達の理解



乳児期は，ピアジェの発達段階において感覚運動期に相当する。この時期

は，感覚や運動動作によって，直感的に対象を認識する時期である。刺激（見

えたり聞こえたりする対象）と反応（行動）が，言語や表象とほとんど関係な

く結びついており（ ��４ 参照），外界の認識には，特定の刺激に対して体の

一部が即応する「反射（reflex）」が重要な役割を果たす。

この時期の反射には，吸啜反射（口に入ったものをリズミカルに吸う），把

握反射（手のひらに触れたものを握ろうとする），バビンスキー反射（足の裏

を刺激すると指を扇状に広げる），モロー反射（赤ちゃんの顔を正面に向けて

上体を起こした後，頭を急に落とすように動かすと両腕をのばして抱きつくよ

うな動作をする）などが知られるが，生後３～４ヶ月頃から消失していく。

また，生後すぐの赤ちゃんは視力が弱いことも特徴である。視覚能力の発達

はゆっくりであり，３～５歳で成人なみの視力に達する。しかし，視力が不十

分な中でも，出生後まもない時期から，赤ちゃんは情報量の多いものや新しい

刺激を積極的に選択している。静止したものよりは動きのあるものに，色のな

いものよりは色があるものに，平面よりは立体に関心を向けるのである。

また，床が落ち込んでいるものの透明のガラスが張られている装置を使った

「視覚的断崖」の研究から，奥行きの知覚も幼い頃から既に認識できているこ

とがわかっている。６ヶ月児のほとんどは母親からの呼びかけが浅い方側から

であれば喜んでそちらの方に移動したにもかかわらず，深い側からの呼びかけ

に対しては断崖の所で躊躇したり，泣き出したりした（Gibson,１９６０）。

視覚の発達の鍵として，能動的な動きが重要（Held & Hein,１９６３）であ

る。生後すぐのネコ２匹を，一方は能動的に動けるがもう一方は受動的な動き

しかできないようにした実験で，その後の視力の発達を調べたところ，同じ視

覚経験を受けたにもかかわらず，受動的なネコの視力は，能動的なネコよりも

劣っていた。このことから，知覚を発達させるには，単に子どもに豊富な刺激

を与えれば良いわけではない。むしろ子どもが積極的に探索するなど，能動的

な経験ができる機会を与えることこそが大切であるといえよう。

��１ 赤ちゃんの特徴と能力

認知発達の理解
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■能動的なネコは，自分の自発的な動きによって外界の変化を経験できるが，受動

的なネコは，自分の意思によって動けず，能動的なネコが動くときのみ，外界の変

化を体験できた。理論的には，同じ視覚経験を受けるにもかかわらず，受動的なネ

コの視力は，能動的なネコよりも劣っていたのである。

（林）

��１ 赤ちゃんの特徴と能力

図��１ 視覚的断崖（無藤，２００４を参考）

図��２ 能動的なネコと受動的なネコ（山口，２００５を参考）
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１．共同注意，指さし，
      意図の理解…46
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基礎編

� 社会的認識の基礎



２．学習メカニズム（2）
　　オペラント条件づけ…60

３．さまざまな
　　タイプの学習…62

７．ことばで伝えられる知識と
　　ことばで伝えにくい技能…70

５．トップダウンと
　　ボトムアップの処理…66

４．領域固有性を
　　ふまえた教授法…64

１．学習メカニズム（1）
　　古典的条件づけ…58

８．一般的な知識と
　　個人に特有の記憶…72

６．記憶に基づく
　　人間の情報処理…68

９．学習活動を支える
　　ワーキングメモリ…74

10．イメージを喚起させる
       ことで記憶に残す…76

学習と記憶の基礎

新しい難しいことを覚えることだけを「記憶」や「学習」と呼んでいるのではありません。何

らかの出来事によって行動パターンが変化することを，心理学では「学習」と呼びます。また，

「記憶」と呼ばれるものの中には，さまざまな内容が含まれます。日常のさりげない行動も，私

たちの記憶に支えられています。

基礎編

� 学習と記憶の基礎
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度考えてみたいと思います。

応用編

� 遊びの中の学び
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９．アナロジーを生かす指導…114

外界の認知と
社会性の
発達

子どもは，自分の周りの世界をどのようにとらえているのでしょうか。「社会化」とは，子ど

もがある社会に属し，その社会で適応的に生きていけるように，そこでのルールを認識し，その

社会で適切だと思われる行動様式を身につけていくことを意味しています。子ども特有の認知

や，一見おかしな行動も，この章を読むと理解できるかもしれません。

応用編

� 外界の認知と社会性の発達



２．場面に適切な自然な
　　発話ができること…120

６．大人の見方で
　　子どもは変わる…128

３．やる気を
　　生み出す指導…122

７．ぼく踊れない！：メタ認知の
　　発達とそれをふまえた教育…130

５．動機づけ…126

１．仲間に入れて：
　　それぞれの思いを受け止める…118

４．不適応も
　　学習されたもの？…124

子どもの行動と
適切な援助

子ども時代を経験していない大人はいないはずなのですが，子どもの立場に立って子どもの行

動の意味を読みとることは，じつに難しいことです。仮に同じ一つの行動ができるようになった

としても，誰かに強制されてしたのと，自ら自発的にしたのとでは，その意味するところは大き

く異なります。どのようにすれば，子どもが納得できるような支援ができるかを一緒に考えてみ

ませんか。

応用編

� 子どもの行動と適切な援助



２．軽度発達障がい
　　　　－ちょっと気になる子－…136

７．発達の遅れとは…146３．自閉症と
　　教育の可能性…138

４．発達障がいのある子ども
　　へのかかわり…140

８．知能と創造性…148

５．手話言語で育つ子ども…142

１．特別支援とノーマライゼーション…134

６．IQが高いと頭が良い？…144

特別支援と
個性に応じた教育

障がいの診断名だけで，目の前にいる子どもをとらえていませんか。同じ診断名をもっている子

どもであっても，一人ひとりはみんな異なる個性豊かな人間です。「障がいのある子どもは」と

か，「発達の遅れた子どもは」と，ひとくくりにするのではなく，一人ひとりの個性に着目し

て，より適切な支援ができるように心がけたいものです。

応用編

� 特別支援と個性に応じた教育



２．外国語の
　　早期学習と英語落語…154

８．子どもを海外に連れて
　　行くのなら何歳か？…166

３．家庭における
　　バイリンガル環境…156

４．異文化理解の教育…158

９．子ども時代を戦前の
　　ハワイで過ごした日系人…168

７．英語で教える
　　イマージョン教育…164

５．子どもの発達と
　　異文化適応…160

１．小学校における英語教育…152

６．子どもにとっての
　　マルチメディア教材…162

外国語学習と
異文化理解

社会の国際化が進む中にあって，子どもにも幼い時から，外国語を習わせたい，異文化に触れ

させたいと願う親は少なくないでしょう。ただ，その方法や環境づくりには，少し工夫をしたほ

うがよいというのが，心理学研究の成果から示されています。子どもに不必要なストレスを感じ

させない方法を，ぜひこの章から読みとってください。

応用編

� 外国語学習と異文化理解



あ と が き

本書『発達と教育－心理学をいかした指導・援助のポイント』の企画は，２００８

年７月にドイツのヴュルツブルクで開催された ISSBD（International Society

for the Study of Behavioural Development）の国際学会での雑談の折に生まれ

ました。本書の執筆者３名が，前書『教育の方法－心理学をいかした指導のポ

イント』を授業の教科書や参考図書としてもちいながらも，発達的な説明が少

ないことを共通で感じていたことがわかり，第一著者の発案で「次は発達と教

育を合わせた姉妹版を書いてみましょう」ということになったのです。

新しくテキストを作るからには，大学や専門学校などの「発達心理学」や

「教育心理学」に関連する講義や演習で教科書として使えるだけでなく，幼小

中高そして特別支援の先生方や保育士の方々などが読んで役に立つ内容を目指

しました。つまり，授業で取り上げられる基本事項と教員採用試験や保育士試

験などで出題されやすい重要点を取り上げつつ，教育現場で必要とされている

事柄を察知し，それに呼応できるような内容を目標としました。その結果，

「特別支援と個性に応じた教育」や「外国語学習と異文化理解」といった章を

含めることができ，これまでにない発達と教育のテキストに仕上がったものと

思われます。ぜひ多くのみなさまにご一読いただき，ご批判を仰ぐことができ

れば幸いに存じます。

このような前例のあまりない企画を温かく見守って，丁寧な作業で本書を仕

上げてくださった樹村房の大塚栄一氏と石橋雄一氏に重ねて感謝申し上げま

す。また，本書を生みだすことができたのも前書が存在したからこそです。前

書『教育の方法』の著者で，本書のコンセプトの基盤を作ってくださった大阪

府立大学の岡本真彦先生と名古屋大学の北神慎司先生に厚く御礼申し上げま

す。

２０１１年５月１０日

執筆者を代表して 林 創
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【９の指導と援助のポイントの解説】

子どもの行動と適切な援助

子どもの立場に立って子どもの行動の意味を読みとることは，じ

つに難しいことです。かりに一つの同じ行動ができるようになった

としても，誰かに強制されてしたのと，自ら自発的にしたのとでは

その意味するところは異なります。「正しい」行動を教えて，結果

を急ぐのではなく，子ども自身が考え，変化するのを待つ姿勢も，

好ましい援助には必要な場合があります。子どもがじっくり考える

ことができる環境づくりは，もちろん大切です。

発達過程の理解

発達心理学の基本的な考え方，ピアジェやヴィゴツキーなどの基

礎的な理論を紹介しています。発達心理学は乳幼児期の問題はもち

ろん，胎児期から老年期まで，人間の一生涯の発達の問題を扱いま

す。何歳になれば何ができるか，というような単純な理解だけでな

く，外からは見えにくい発達過程の問題を理解して，一人ひとりの

子どもに応じた教育を考えることが重要です。

学習と記憶の基礎

心理学の用語としての「記憶」や「学習」は，非常に幅の広いも

のです。私たちの思考や行動も，すべて記憶によって支えられてい

ます。学習によってその記憶も変化します。また，記憶にはさまざ

まな種類の記憶があります。それぞれの特徴を知っておくと，効果

的な教育，効率のよい学習が可能になります。

認知発達の基礎

赤ちゃんは，生まれる前から，お母さんの声や周囲の音を聞き，

認知情報処理の準備をしています。生後まもない赤ちゃんにも，多

くのことが認識できていると思われます。また，子どもは「小さな

おとな」ではありません。子どもなりに物事を理解して，子どもな

りに毎日多くの問題解決をしています。数概念の発達やことばの発

達の基礎もこちらの章で紹介されています。

遊びの中の学び

早期教育の重要性が叫ばれていますが，ほんとうに何もかも早く

から学習することに大きな意味があるのでしょうか。むしろ，時間

的な制約により自発的な遊びが阻害されるという意味では，マイナ

スの側面があることも見逃せません。幼児期における自発的な遊び

を観察していると，子どもたちが，その中で多くの事柄を身につけ

ていく様子がよくわかります。

特別支援と個性に応じた教育

障がいの診断名だけでは，目の前にいる真の子どもの姿を把握す

ることはできません。同じ診断名をもっている子どもであっても，

一人ひとりはみんな異なる個性豊かな人間です。しかし，そのよう

な子どもたちと接するときには，さまざまな障がいの一般的な特徴

を知識として持ち合わせていることは重要です。そのうえで，一人

ひとりの個性に着目して，より適切な支援ができるように心がけた

いものです。

社会的認識の基礎

ヒトはひとりで生きていくことはできません。ヒトは信頼できる

他者とかかわるなかで，自分の気持ちを表現できるようになり，相

手の気持ちにも，少しずつ敏感になっていきます。他者とのコミュ

ニケーションの基礎となるようなものも，そのようななかで育まれ

ます。いま話題の「心の理論」も，この章でわかりやすく紹介され

ています。

外界の認知と社会性の発達

いわゆる常識が少ないと，独創的な思考が可能になる場合があり

ます。普通に考えると，まったく別の二つの事柄の間にも，類似性

や共通性が見出されることがあります。おとなに比べて常識が少な

いと考えられる子どもは，自分の周りの世界をどのようにとらえて

いるのでしょうか。子ども特有の，一見おかしな認知や行動も，こ

の章を読むと理解できるかもしれません。子どもの「うそ」も，そ

ういう視点でとらえると，さまざまな解釈が可能です。

外国語学習と異文化理解

いわゆる異文化を抵抗なく受け入れることができるのは，年少の

子どもたちの特徴のひとつです。外国語の発音を素直に聴き取り，

子どもがそのまま発音できることも，多くのおとなにはマネができ

ません。だからといって，子どもの意に反して，小さなときから英

語を習わせたり，無理やり海外に連れていったりというのも，子ど

もが感じるストレスという意味では，慎重になる必要があります。

また異文化を理解するとはどういうことなのか，この章にヒントが

あると思います。
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